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Abstract：The　Aibano　Fault　is　a　segment　of　the　Biwako　Seigan　active　fault　system　in　central　Japan。

This　fault　is　composed　of　three　or　four　N－S　trending　west－dipping　reverse　fault　sections．The　mean

vertical　displacement　rate　of　this　fault　in　the　recent24，000years　is　estimated　to　be　about2mm／yr，

based　on　the　vertical　displacement　of　the　AT　volcanic　ash　horizon．At　least　five　events　of　faulting

are　inferred　from　cumulative　vertical　displacements　of　differentiated　river　terraces．The　latest　fault－

ing　event　of　the　Aibano　Fault　can　be　restricted　to　the　period　between4。5to3ka　and1。3to　O．8

ka　on　the　basis　of　analysis　of　the　terrace　deformation，

要　　旨

　饗庭野断層は，琵琶湖西岸活断層系の一部をなす断層

である．この断層は，3～4本の西傾斜の逆断層によっ

て構成される．この断層は，AT降下（約24ka）以降，約

2mm／yrの平均上下変位速度で活動している．離水時

期の異なる段丘面の上下変位量の違いから，AT降下以

降，最低5回の断層活動が推定できる．その最新活動期

は，4．5～3kaの段丘面離水以降，L3～O．8kaの最低

位段丘面離水以前に限定することが可能である．

活断層系の第四紀後期における活動度やセグメント区分

および断層運動の時期など，起震断層としての評価に必

要な資料は十分に示されていない．

．琵琶湖西岸の北部には多数の低位段丘面が発達し，琵

琶湖西岸活断層系の第四紀後期における活動を把握する

上で適した条件を備えている．本稿では，同断層系の北
　　　　　あいば　の
部を構成する饗庭野断層を対象として，断層周辺の低位

段丘面と最終氷期後期以降の堆積物を記載・編年すると

共に，断層の平均変位速度や断層運動の時期などについ

て検討する．

1．はじめに

　琵琶湖西岸活断層系（寒川・佃，1987）は，琵琶湖西岸

に平行して北北東一南南西方向に伸びる延長約55kmの

活断層系である（第1図）．この活断層系は，『随所で明瞭

な断層変位地形を有し（村井・金子，1975；活断層研究

会，1980；東郷ほか，1994など），第四紀後期に活発な活

動を行ってきたと考えられている．しかし，琵琶湖西岸
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2．調査地域概観

　饗庭野断層（活断層研究会，1980）は，石田川北方から
あ　ど

安曇川北岸に至る，長さ約8kmの南北走向の活断層であ

る．饗庭野断層は，詳しく見ると約200m～lkmの間隔
　　　　　　　　　　　ひづめ　　　　いかがわ
で並走する，2～3本の断層（日爪断層，五十川断層など）

によって構成される（松田ほか，1977；寒川・佃，1987；

東郷ほか，1994）．本稿では，これらを単位断層と呼ぶ．

これらの単位断層は，いずれも断層の上盤（西）側に背斜

構造ないしi僥曲構造を伴う東落ちの断層であり，完新世

後期の段丘面を変位させている．

　饗庭野断層は，頂部の標高250～300mの高島丘陵と標

高85～100mの琵琶湖沿岸の沖積低地の境界に位置する．

高島丘陵には，中古生界の丹波層群を覆って，中下部更

新統の古琵琶湖層群・高島累層と中位一高位段丘堆積物

Keyword：Active　fault，Aibano　fault，Lake　Biwa，Late
Quatemary
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第1図　琵琶湖周辺の活断層の分布．

寒川・佃（1987）および活断層研究会（1980）を一部修正の上引

用．破線は接峰面（等高線間隔200m）を示す．

太塞藩は琵琶湖西岸活断層系（寒黒♂佃，1987）、卿舌断層．

①酒波断層　②饗庭野断層　③上寺断辱ぜ④拝戸断層　⑤比

良断層　⑥堅田断層　⑦比叡断層　⑧膳所断層

Fig．l　Distribution　of　active　faults　around　Lake　Biwa；

after　Sangawa　and　Tsukuda　（1987）and　Research　Group
for　Active　Faults　of　Japan（1980）with　a　partial　revision．

Broken　lines　are　summit　level（Contour　interval　is200m）．

Thick　lines　are　active　faults　of　the　Biwako　Seigan　active

fault　system（Sangawa　and　Tsukuda，1987）．

①Sanami　fault②Aibano　fault③Kamidera　fault④Haido
fault⑤Hira　fault⑥Katata　fault⑦Hiei　fault⑧Zeze　fault

が広く分布する（第2図）．高島累層は，砂礫を主体とし，

粘性土や火山灰層を挟有する，厚さ100～200m余りの地

層である（Yokoyama6加1．，197711979）．中位～高位段

丘堆積物は，高島累層を不整合に覆って丘陵の頂部に広

く分布し，数段の段丘面を構成する（水山ほか，1967；東

郷，1971）．これらは，強風化した礫を含み，赤色～黄褐

色の表土に覆われる．

　高島丘陵を開析する石田川や安曇川などの河谷沿いに
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第2図　饗庭野断層周辺の地質概要．
立川・滋賀地学研究会（1987）および滋賀地学研究会（1988）を

簡略化．

Fig．2　Simplified　geological　map　around　the　Aibano　fault。

Compiled　from　Tachikawa　and　Research　Group　for　Geo1．

ogy　of　Shiga　prefecture　（1987）and　Research　Group　for

Geology　of　Shiga　prefecture（1988）．

は，低位段丘堆積物が分布する．低位段丘堆積物は，礫

の風化程度が弱く，赤色～黄褐色の表土に覆われていな

いことから，中位～高位段丘堆積物と明確に区別される．

本稿では，低位段丘堆積物を記載・編年の対象とする．

　饗庭野断層の東側の沖積低地には，石田川や安曇川お

よび高島丘陵から直接琵琶湖に流入する小河川からもた

らされた砂礫と粘性土の互層からなる堆積物が分布する

（今津町史編集委員会，1997）．

3．低位段丘面の記載・編年

　調査地域では，純層のテフラや1℃年代試料は，ごく

少数を除いて得られない．しかし，低位段丘堆積物や表

土の特定の層準には，広域テフラに由来する火山ガラス

が多く含まれる．このため，本調査では，段丘堆積物最

上部の細粒堆積物とそれを覆う表土から5～10cm間隔に

試料を連続的に採取し，試料中に含まれる火山ガラスを

同定することによって対比・編年の根拠とした．

　また，調査地域では，1980年代後半に行われた大規模

一448一
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な圃場整備のため，広範囲で露頭や原地形が失われてお

り，地表踏査によって段丘面の対比・編年根拠を得るこ

とがもはや不可能となってしまった場所も多い．しかし，

圃場整備前に行われた詳細な遺跡発掘調査により，数多

くの縄文時代早期～歴史時代の遺構の存在が明らかにさ

れている．これらの遺構は，段丘面の離水期を示す良好

な指標であり，本研究では考古・歴史学的資料を完新世

後期の段丘編年上の最重要資料として活用した（第1表）．

　　第1表饗庭野断層周辺の低位段丘面．
Table　l　Lower　terraces　around　the　Aibano　fault．

名称 離水年代 編年根拠 特徴

福岡面
古代後期～中世前期
　（約L3～0．8ka）

考古・歴

史資料

石田川流域に分布する最低位の地形面。日爪断層周辺では現河床との比高約

3mの段丘面，琵琶湖湖岸では沖積面．条里制地割は認められない．

万木面
弥生時代後期～古墳時
代初頭（約1．9～1．7ka）

考古資料
14C年代

安曇川下流域に広がる扇状地性の沖積面．条里制地割が発達する．北東部で
は弥生時代における急激な埋積の後に離水したと考えられる．

北仰面
縄文時代中期～後期

　（約4．5～3ka）

考古資料

石田川下流域に広く分布する地形面．条里制地割が発達する．弘川集落東方
では段丘面，琵琶湖湖岸では沖積面．

弘川面
日爪断層沿いに断片的に分布する狭小な段丘面。日爪断層上盤では，中野H
面を開析する小規模な谷底低地をなす．

中野H面
縄文時代早期～中期
　（約10～6ka）

考古資料
王4C年代

石田川流域や日爪集落周辺，高島丘陵東縁に分布する．石田川では，現河道
に向かって緩傾斜する．地域によって離水時期に違いがあると考えられる．

中野1面
AT降下（約24ka）以降

　　8．2ka以前

テフラ

14C年代

石田川南岸の日爪断層上盤側にのみ分布する。断層運動に伴って中野II面と

分化した可能性が高い．表土中にK－Ah起源のガラスが認められる．

奥山面 AT降下（約24ka）前後 テフラ
石田川と安曇川の流域に広く分布する．厚さ3m以上の礫層を伴う．段丘堆積
物最上部～表土中にAT起源の火山ガラスが豊富に含まれる．

3．1段丘堆積物と表土に含まれる広域火山灰

　琵琶湖の湖底やその周辺には，多数の広域火山灰が分

布する（たとえば横山ほか，1980；吉川・井内，1991）．そ

のうち，姶良丹沢火山灰（AT）および鬼界アカホヤ火山

灰（K－Ah）の2つの火山灰は，火山ガラスの形態・屈折

率・色調などの晶癖や火山灰層の厚さなどから，調査地

域の段丘堆積物や表土中の特定層準に多く含まれる火山

ガラスの起源であると考えられる．これら2層の火山灰

起源のガラスの有無は，調査地域の段丘面の対比・編年

における重要な鍵である．以下にそれらの特徴を記す．

　AT：①低い屈折率（n＝1．498－1．501）で特徴的づけら

れる透明なバブルウオール型の火山ガラスを主とする火

山灰層である．②琵琶湖周辺では最大約20cm程度の層

厚をもつ．③降下年代は，約24ka（未較正の14C年代）と

されている（大場ほか，1995）．

　K、Ah：①薄手のバブルウオール型の火山ガラスを主

とし，褐色を帯びた色調の火山ガラスを含むこと，およ

びその屈折率が比較的高いこと（n＝1．508－L516）によっ

て特徴づけられる．②琵琶湖周辺では最大約10cm程度

の層厚をもち，ATの上位に認められる火山灰である．

③K－Ahの降下年代は，約7．2ka（較正’℃年代）とされ

ている（苅谷ほか，1998）．

　3．2奥山面（水山ほか，1967）

　奥山面は，安曇川および石田川の流域に連続的に分布

する段丘面である．奥山面と現河床の比高は，石田川と

安曇川で共に10～15mである．石田川南岸の今津町中野

（第3図a），今津市街地西方（第3図b）および安曇川北
　　　　　やすいがわ
岸の新旭町安井川（第3図c〉で観察された奥山面の堆積

物は，未風化の大礫を主体とする砂礫層によって構成さ

れる（第4図a～c）．この堆積物の上部は上方細粒化し，

最上部の10～30cmは細砂を主体とする礫混じりの砂か

らなる．また，これを厚さ30～50cmの黒色の表土が覆

う．表土の下部は小礫や砂を含み，段丘堆積物と表土の

境界は判然としない（第4図a，c）．

　段丘堆積物の最上部から表土の下部には，ATに由来

するバブルウオール型の火山ガラスが多量にふくまれる

ほか，表土全体を通じてK－Ah起源の褐色を帯びたバブ

ルウオール型の火山ガラスがATと混交して認められる

（第4図a，c）．このことから，奥山面はAT降下前後の

約24kaに離水したと考えられる．

　3．3　中野1面（東郷，1971の中野面の一部）

　東郷（1971）の中野面は，石田川南岸では比高約2～4

mの段丘崖によって2段に区分される．そのうちの高位

の段丘面を中野1面とする．
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　　第3図　饗庭野断層周辺の地形分類図．
Fig．3Geomorphic　map　around　the　Aibano　fault，
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Geologic　columns　of　Lower　terraces　deposits。

　　　ひろかわ
　今津町弘川西方（第3図d）では，中野1面上において

饗庭野断層の活動履歴の解明を目的とするトレンチ調査

を行っている（小松原ほか，1997；水野ほか，1997）．トレ

ンチ壁面の観察によると，中野1面は厚さ約2mないし

それ以上の大礫主体の砂礫層によって構成され，厚さ20

～80cmの不淘汰な褐色の礫層および厚さ50cm程度の黒

色土によって覆われている（第4図d）．不淘汰な褐色の

礫層は，層相から考えて背後斜面からもたらされた土石

流ないし洪水による堆積物と考えられる．弘川遺跡（第

3図①）の発掘調査によると，この褐色の礫層は，中野

1面を覆って広く分布する（滋賀県教育委員会・財団法

人法人滋賀県埋蔵文化財保護協会，1981）．このトレンチ

（北緯35。2426．5”，東経136。Ol’38．0”）において，褐色

の礫層を母材とする土壌から，8，170±60yr　Bp（beta－

98293）の1℃年代値が得られた．また，この礫層を覆う

黒色土からはK－Ah起源の火山ガラスが得られる．以上

から，中野1面は奥山面離水（約24ka）以降，約8．2ka

以前に離水したと考えられる．

3．4　中野1面（東郷，1971の中野面の一部）

　中野H面は，東郷（1971〉の中野面から上述の中野王面

を除いた面である．この段丘面は，石田川両岸と新旭町

日爪集落周辺の低地にまとまって分布するほか，高島丘

陵の東縁に沿って分布する．

　石田川流域の中野H面は，同川に向かって緩やかに傾

斜し，現河道とほぼ平行に伸びる比高lm程度の崖地形

が部分的に認められる．この崖地形は連続性が悪く，湾

曲していることから，侵食崖（段丘崖）と判断され，中野

H面が厳密には離水時期の幾分異なる段丘面の集合体で

あることを示している．石田川流域における中野H面と

現河床の比高は，2～5mであり，新旭町五十川周辺に
　　　ゆるぎ
おける万木面（後述）との比高は，3～5mである．

　中野H面は，広範囲にわたる圃場整備によって露頭と

原地形が失われているため，現在直接露頭で堆積物を確

認できる場所は少ない．弘川遺跡の発掘調査によると，

中野1面は砂礫層によって構成され，厚さ30cm程度り

黒色土に覆われる（滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県

文化財保護協会，1981）．

　中野H面の年代に関しては，以下の資料が得られてい
る．

　石田川北岸の中野II面上に位置する岸脇心妙寺遺跡

（第3図②）では，耕作土直下に縄文時代早期（概ね8～

10ka）の土器を含む，落とし穴状の遺構が発見されてい

る（滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会，

1980；今津町史編集委員会，1997）．石田川南岸の中野R

面上では，中野1面を広く覆う，約8．2kaの年代を示
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す褐色土と褐色土壌は認められない．一方，耕作土直下

より磨耗していない縄文時代中期（概ね4．5～6ka）の遺

物が多量に出土じており，当時近くに集落が存在したと

推定されている（滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文

化財保護協会，1981；今津町史編集委員会，1997）．また，

日爪集落北方の中野H面堆積物上部の腐植土からは
5，750±110yr　BPの1℃年代値が得られている（寒川・佃，

1987）．この年代値は，Stuvier　and　Reimer（1993）のプ

ログラムによって補正すると，約6，520yrBPという較

正年代値になる．以上から，中野II面は，早い場所では

縄文時代早期以前に，遅いところでは縄文時代前期の約

8．2ka以降，縄文時代中期の約6ka前後に離水したと考

えられる．

　3．5　弘川面（新称〉

　弘川面は，日爪断層に沿って南北に分布する，小規模

な段丘面である．

　弘川面と現河床の比高は，3～5mである．弘川面は，

圃場整備等によってほとんどの露頭と原地形が失われて

おり，直接露頭で堆積物を確認することはできない．

　弘川遺跡の発掘調査によると，弘川面は縄文時代中期

の遺物を多量に含む中野II面上の流路を断ち切るように

分布する（滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保

護協会，1981；第6図）．このため，本面の離水時期は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きとげ縄文時代中期以降と言える．一方，本面より低位の北仰

面から，縄文時代後期後半（約3ka）の遺構が発掘され

ている（後述）．このことから，本面の離水時期は，縄文

時代中期以降，少なくとも縄文時代後期後半以前（約4．5

～3ka）と考えられる．

　　　きとげ
　3．6北仰面（新称〉

　北仰面は，石田川下流域の沖積平野に広く分布する扇

状地性の地形面である．この面は石田川の中流部では，

現河床との比高が最大3～4mの段丘面をなすが，石田

川の下流に向かって徐々に現河床との比高が小さくなり，

湖岸付近では沖積低地をなす．北仰面には，広く古代の

条里制に由来する地割が発達する（今津町史編集委員会，

1997）．

　　　　　　　　　　　　　　きとげにしかいどう
　石田川北岸の北仰面上に位置する北仰西海道遺跡（第

3図③）では，耕作土直下より縄文時代後期後半（約3

ka）の遺構が認められている（滋賀県教育委員会・財団法

人滋賀県文化財保護協会，1985；今津町史編集委員会，

1997）．また，北仰面は弘川面より低位の段丘面である

ことから，本面は少なくとも約4．5ka以降，3ka以前

に離水したと考えられる．

　　　ゆるぎ
　3．7　万木面（水山ほか，1967）

　万木面は，安曇川下流の平野域に広く分布する扇状地

性の沖積面である。

　万木面上には，全域にわたって条里制地割が発達する

（福田，1974）が，現安曇川河道の周辺にあたる新旭町深

溝集落以南では，歴史時代の河道変遷に伴う（新旭町誌

編さん委員会，1985；水野，1994）旧河道や自然堤防が発

達し，条里地割は乱されている（福田，1974）．

　万木面の離水年代に関しては，以下の資料がある．

　高島流域下水道工事事務所の工事記録によると，万木

面北東部に当たる新旭町針江集落付近（第3図e：北緯35。

21’24”，東経136Q　O2’02”）の自然地盤の下約4mから，直

径1m以上に達する直立根を含む樹幹や根の化石が多量

1と得られている．この埋没林中のアカガシ亜属の樹皮近

くの部分から，2，520±60yr　BP（beta－103009）の14C年

代値が得られている（第4図e）．一方，針江集落周辺に

位置する針江遺跡群（第3図④）では，耕作土直下に弥生

時代後期～古墳時代初頭（約1．9～1．7ka〉以降の遺構面

が認められている（滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県

文化財保護協会，1982，1983b，1984，1986，1987）．こ

のことから，針江遺跡群の周辺では約2．5ka以降，1．9

～1．7ka以前に急激な埋積が行われ，その後ほとんど

地層が堆積していないと考えられる．同様の傾向は，万

木面北東方の沿岸湖底に位置する森浜遺跡（第3図⑤：

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会，

1979；濱，1994）でも認められる（第5図）．このことから，

万木面の北東部は約1。9～1．7kaごろに離水したと考え

られる．

　3．8福岡面（新称）

　福岡面は，石田川の下流部に分布する最低位の地形面

である．本面は，今津町井の口集落付近で現河床との比

高が約3mあるが，下流に向かって現河床との比高が小

さくなり，湖岸地域では沖積面となっている．

　福岡面の離水時期に関しては，以下の資料がある．

　福岡面の周囲では条里制地割や多くの古代以前の遺構

が見出されるにも関わらず，福岡面上では条里地割も古

代以前の遺構も見出されていない（今津町史編集委員会，

1997）．また，弘川集落付近で福岡面と北仰面を境する

段丘崖は，北仰面上に発達する条里制地割を斜断する．

これらは，福岡面が，条里制地割の定着した時代（8～9

世紀以降，12～13世紀以前；今津町史編集委員会，1997）

には未だ離水していなかった可能性が高いことを示す．

　一方，福岡面が現河床と3～4mの比高をもつ地点に

立地する井ノロ中川原遺跡（第3図⑥）からは，12世紀末

から13世紀初頭の土葬墓が耕作土直下から発見されてい

る（滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県埋蔵文化財保護

協会，1983a）．また，本面上の井の口集落は，14世紀の

文献に登場しており（今津町史編集委員会，1997），中世

中期には安定した生活が営まれるような環境にあったと

考えられる．さらに，琵琶湖湖岸の本面上に立地する今

津集落は源平盛衰記（12世紀末）で初めて文献に登場する
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第5図　万木面北東部における埋没地表面の年代と標高の関係．

針江遺跡群と森浜遺跡における遺構面の年代と標高は，既往遺跡発掘調査結果（本文中に記載）に基づく．

針江埋没林（2．5ka）は地下約4mから出土するが，針江遺跡群では，弥生時代後期～古墳時代（1．7～1．9ka）の遺構面は耕作土

直下に出現する．これらは，約2．5kaから1．7kaにかけて急激な堆積が行われたことを示す．琵琶湖湖岸の森浜遺跡でも，同時

期に急激な堆積が生じている．

Fig．5Relationship　between　age　and　height　of　buried　sites　in　the　northeastem　part　of　the　Yurugi　surface．

After　archaeological　excavation　reports（showlng　in　the　text）on　the　Harie　sites　and　Morihama　slte．

Harie　buried　forest（2．5ka）is4m　under　the　surface，the　sites　in　the　Late　Yayo圭era　to　Early　Kohun　era（1．7to　l．9ka）

is　just　under　the　recent　cult玉vated　soiL　These　facts　show　that　rapid　sedimentation　had　occurred　from2．5ka　to　l．7ka．

At　the　Morihama　site，on　the　shore　of　Lake　Biwa，similar　rapid　sedimentation　had　occurred　during　the　same　period．

　　　第2表　饗庭野断層を構成する単位断層の特徴．
Table2　Characteristics　of　fault　sections　of　the　A圭bano　fault．

名称 長さ 変位形態 変位基準
　　変位量
（断層上盤のみ〉

図番号・文献

日爪断層 8：km 断層＋擁曲 石田川・中野1面 約6m 第7図
断層＋擁曲 石田川・中野H面 約4m 同上

断層＋擁曲 石田川・弘川面 約1．5～2m 同上

断層＋擁曲？ 石田川・北仰面 約1．5m（断層崖のみ）

背斜 今津西方・奥山面 約3m 第7図
断層 日爪・中野II面 約2．4m（断層崖のみ） 寒川・佃（1987）

断層＋澆曲 熊野本・中野∬面 約4、5m 第8図
擁曲＋断層 安曇川・奥山面 約15m

今津断層 1km 断層＋擁曲 今津西方・奥山面 約11m 第7図
断層＋擁曲 石田川・北仰面 約2m（断層崖のみ） 寒川・佃（1987〉

五十川断層 3．5km 断層＋擁曲 五十川・中野H面 約2．3m（断層崖のみ） 寒川・佃（1987）

断層＋擁曲 五十川・中野H面 約4．5m 第9図
新保寺推定断層 0．9：km 推定擁曲 石田川・北仰面 約2．5m 第10図

一453一一453一



地質調査所月報（1998年第49巻第9号）
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　　　第6図　石由川周辺の地形分類図．

Fig．6　Geomorphic　map　along　the　Ishida　River．

（今津町史編集委員会，1997）．以上から，福岡面は古代

後期以降，中世中期以前（およそ1．3～0．8ka）に離水し

たと考えられる．

　3．9　湖岸地域の地下地質

　今津町史編集委員会（1997）によると，琵琶湖岸地域の

上部第四系は，腐植質土や粘性土と砂・砂礫の単層厚1

一数mの互層からなる．このうち，今津町市街南方の

南沼では，K－Ahが標高75m付近に，ATが標高65m付
近に認められている．

4．饗庭野断層の変位地形

　饗庭野断層は，日爪断層，今津断層，五十川断層，お

よび新保寺推定断層の，4つの単位断層によって構成さ

れている．このうち，新保寺推定断層を除く単位断層は，

いずれも確実に低位段丘面を変位させている．

　以下では，低位段丘面の変位地形に基づいて，饗庭野

断層を構成する単位断層の変位形態や変位量を西側のも

のから順に記載する（第2表）．

4．1　日爪断層（東郷，1971を寒川・佃，1987が再定義）

日爪断層は，饗庭野断層を構成する単位段層の中で最
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第7図　石田川南岸の段丘面の縦断面形．

測線の方向はすべてN87。W．日爪断層を距離0とする．

断面は，中野1面では縦断測量結果により，他は，1／1000圃場整備事業平面図および1／2500今津町地形図に基づく．

今津断層下盤で奥山面と福岡面が交差するのは，測線の位置が異なるため．

Fig．7　Longitudinal　profiles　of　river　terraces　along　the　Ishida　riveL

ProfilesareprojectedN87。Wdirection．HizumefaultisprojectedtoOonthedistance．Lon－
gitudinal　profile　of　the　Nakano　I　terrace　is　based　on　measurement，the　other　profiles　are　based　on　l／1000
map　for　farmland　reform，and　l／25001mazu　town　map．It　is　accounted　for　the　difference　of　measurement　line　for　cross－

ing　of　the　profile　of　the　Okuyama　surface　and　the　Fukuoka　surface　at　the　footwall　side　of　the　Imazu　fault．

も西に位置し，石田川北岸の妙見山付近から今津町大供

集落，新旭町日爪集落を経て安曇川北岸の同町安井川西

方に至る，長さ約8kmの断層である．日爪断層は，饗

庭野断層を構成する単位断層中で最も長い単位断層であ

るが，新旭町木津西方の丘陵を横断する区間では変位地

形が不明瞭である．

　日爪断層の北端部では，中位～高位の段丘面が，軸が

北にプランジし，東翼が西翼に比べて急傾斜する非対称

な背斜状に変形するが，断層崖地形は不明瞭である．

　石田川下流に位置する今津町弘川集落周辺は，今津断

層が日爪断層から分岐するとともに，日爪断層周辺で最

も多くの段丘面が分布し，変位地形が明瞭である（第6

図）．この地域では，圃場整備のために原地形が失われ

ているが，圃場整備に先だって縮尺1／1000の精密な地形

図が作られており，原地形を詳細に復元することができ

る．主としてこの1／1000地形図を基に描いた，N87。E

方向の段丘面の縦断面形を第7図に示す．

　中野1面は，日爪断層の約250～300m西に軸をもつ背

斜変形を伴う断層変位を示す．背斜構造を含む日爪断層

上盤側全体における中野1面の上下変位量は約6mであ

る．中野1面は，日爪断層から250～300m西方にかけて

撹曲を伴う断層変位を示す．中野II面の断層上盤側にお
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第8図　新旭町熊野本における日爪断層による中野H面の変
形．

基図は，1／500圃場整備事業平面図．

測線の方向はN78。W．

Fig．8　Deformation　of　Nakanol　surface　by　the　Hizume

fault　at　the　Kumanomoto，Shin－Asahi　Town．

Profile　is　based　on　the1／500map　for　farmland　reform，

projectedN78。Wdirection．
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繁禿司

約4．

中藪豆樋

5m

ける上下変位量は約4mである．弘川面は，断層上盤側

の分布範囲が狭いため，詳細な議論は難しいが，約1．5

～2mの変位を示す．北仰面は断層上盤側の分布が非常

に狭いため図示していないが，北仰面と弘川面では断層

崖の比高が共に1～1．5m程度であることから，弘川面と

同程度に変形している可能性が高い．福岡面には変位は

認められない．

　日爪断層が今津断層と並走する今津町今津市街西方で

は，奥山面や中位～高位の段丘面が背斜状に変形する．

奥山面は，この背斜によって約3m変位する（第7図）が，

明瞭な断層崖は認められない．

　日爪断層が五十川断層の約1km西方を並走する，新

旭町日爪集落周辺では，日爪断層からその西（上盤）側約

500mに至る区間で，中位～高位の段丘面が擁曲変形す

る’．この擁曲による高位段丘面の上下変位量は約100m

に達する．この携曲崖の基部には，中野1面上に比高約

2．4mの断層崖が認められる（寒川・佃，1987）．

　五十川断層が日爪断層に収れんする新旭町熊野本では，

中野H面に連続する扇状地面が擁曲変形し，その基部に

比高約2mの断層崖が見られる（第8図）．撹曲帯全体にお

ける上下変位量は，約4．5mである．この擁曲構造およ

び断層の周辺は圃場整備のため，原地形が失われてしま

　一〇．1　　　　　0　　　　　　0．1　　　　　0．2　　　　　0．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　距離（km）

第9図　新旭町五十川における五十川断層による中野H面の

変形．断面測量結果に基づく．測線の方向はN75。W．

Fig．9Deformation　of　Nakanol　surface　by　the　Ikagawa
｛ault　at　the　Ikagawa，ShirトAsahi　Town．

Profile　is　based　on　measurment，projected　N75。

Wdirection．

っている．

　日爪断層最南部にあたる安曇川北岸では，中位段丘面

や奥山面に撹曲変形が認められる．断層上盤側における

奥山面の上下変位量は約15mである．

　4．2　今津断層（寒川・佃，1987）

　今津断層は，今津町弘川集落南方から同町大供集落付

近まで，日爪断層の東約200mを並走する長さ1kmの断

層である．

　今津断層は，今津市街西方で奥山面を携曲変形させて

いる．この携曲崖の基部には，明瞭な断層崖が認められ

る．今津町市街地西方における奥山面の上下変位量は，

断層上盤側のみで約llmと見積もられる（第7図）．また，

今津町役場付近では，北仰面を変位させる比高約2mの

断層崖が認められる（寒川・佃，1987）．

　4．3　五十川断層（寒川・佃，1987）

　五十川断層は，今津町大供南方から新旭町五十川付近

に至る，長さ3．5kmの断層である．この断層は，日爪断

層の約1km東を並走する．五十川断層は，中野H面分

布域の東を画し，同面を変位させる明瞭な断層崖や撹曲

崖が認められる．

　五十川断層の100～200m西方には，中位段丘面を最大

200東傾斜させる，東翼が西翼に比べて急傾斜する，非

対称な背斜変形が認められる．五十川付近における中野
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第10図　今津町新保寺における新保寺推定断層による北仰面
の変形．

基図は，1／2500今津町地形図．

測線の方向は，N72。W．

Fig．10　Deformation　of　Kitoge　surface　by　the　Shinboji

estimated　fault　at　the　Shinboli，Imazu　Town。

Profile　is　based　on1／25001mazu　town　map，projected

N72。Wdirection．

奥山福

群、凝孫
餅
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第11図　饗庭野断層によるAT降下（約24ka）時間面の変形．

日爪断層上流側における奥山面の傾斜を南沼ボーリング地点

まで外挿して上下変位量を推定した．

Fig。ll　Deformation　of　the　AT　volcanic　ash　horizon
（ca．24ka）reference　by　the　Aibano　fault．

Vertical　displacement　is　estimated　by　extrapolation　of

incline　of　the　Okuyama　surface　on　the　upper　course　of　the

Hizume　fault　to　the　Minaminuma　boring　site．

Table3

　　　　第3表石田川の段丘面の変位量．

Vertical　displacement　of　river　terraces　along　the　Ishida　RiveL

変位基準面とその年代
断層上盤におけ

る上下変位量

上下の段丘面の

　変位量の差
備考

福岡面（0。8～1．3ka） 0
1．5～2m

弘川面（4．5～3ka） 1．5～2m

2～2．5m

中野H面（8，2～6ka） 約4m

約2m
中野1面（24～8．2ka） 約6m

約5～8m
複数回の断層運動が生
じた可能性が高い．

奥山面（約24ka） 約11ん14m

H面を変位させる断層崖の比高は，約2。3m（寒川・佃，

1987）ないし約2，5mであり，断層西方のi僥曲帯を含む断

層上盤側全体における同面の上下変位量は約4．5mであ

る（第9図）．この変位量は，饗庭野断層が1本に収れん

している，弘川集落付近や熊野本集落付近における日爪

断層上盤での同面の変位量とほとんど変わらない1

　4．4　新保寺推定断層（新称）

　新保寺推定断層は，石田川南岸の今津町新保寺北方か

ら今津町市街地付近に至る長さ0．9kmの推定断層である．

この推定断層は，北仰面分布域の東端付近で，同面が比

高約2．5mの撹曲状の変形を示すことから推定される（第

10図）．この推定断層の中央に当たる新保寺付近では，
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北仰面に明瞭な撹曲状の断面形が認められるが，推定断

層の南北両端に向かって，変形は不明瞭になり，i僥曲帯

の比高は小さくなる．福岡面には，変形は認められない．

5考　』察

　5．1饗庭野断層の平均変位速度

　ここでは，饗庭野断層下盤側のAT産出層準と，断層

上盤側で同火山灰降下前後に離水した段丘面が，一連の

平坦面をなしていたと考え，両者の比高から饗庭野断層

の変位量と平均変位速度を求める．

　石田川流域では，ATは奥山面離水前後に降下したと

考えられる．第ll図に石田川の奥山面の縦断面形に，南

沼におけるボーリングによるAT産出層準（今津町史編

集委員会，1997）を投影したものを示す．この図に示され

るように，AT降下以降における饗庭野断層の上下変位

量は，約45mと考えられる．また，これからAT降下

（約24ka）以降における平均変位速度は，約1．9mm／yr

と算定される．この値には，①場所による段丘面の勾配

の変化が考慮されていないこと，②南沼ボーリングは，

段丘面の地形断面位置の約1．7km南に位置すること，③

南沼ボーリングのATはlm間隔で採取した標準貫入試

験試料から得たもので，2次堆積物である可能性がある

こと（植村，1997談話），などの誤差要因が含まれる．し

かし，これらによる誤差を考えても，饗庭野断層の上下

変位速度は，従来漢然と考えられてきたB級（活断層研

究会，1980）を上回り，2mm／yr程度に達すると考えら

れる．

　5．2　饗庭野断層の活動間隔と活動時期

　低位段丘面の発達が良好で，かつ断層が一つに収れん

している，石田川沿いの段丘面の縦断面形を比較するこ

とによって，饗庭野断層の活動間隔と活動時期を検討す

る．

　第7図に示されるように，石田川の奥山面，中野1面，

中野H面，弘川面，および福岡面の縦断面形を比較する

と，高位の段丘面ほど変位量が大きく，変位の累積が明

瞭である．また，断層上盤側における奥山面一中野1面

間，中野1面一中野∬面間，中野H面一弘川面問および

弘川面一福岡面間の変位量の差は，それぞれ約5～8m，

約2m，約2～2．5m，約1．5～2mである（第3表）．これ

は，各段丘面の離水後，次の段丘面の離水前に最低1回

の断層運動が生じたことを示す．また，奥山面ど中野1

面の断層上盤側における変位量の差は，他の段丘面の変

位量の差の2．5倍～4倍あり，1回の断層運動による変位一

量がほぼ一定と仮定するならば，奥山面離水以降一中野

1面離水以前に，2回以上の断層運動が生じた可能性が

高いと言える．

　以上から，日爪断層では，約24ka以降に最低5回の

断層運動が行われ，その平均間隔は約5，000年以下であ

る可能性が高いと言える．

　また，弘川面と北仰面の変位量には大きな差は認めが

たい一方で，福岡面は変形を受けていないことから，最

新の断層運動の時期は，北仰面離水以降一福岡面離水以

前，即ち約4．5～3ka以降，約1．3～0．8ka以前と考え

られる．

6　まとめ

　琵琶湖西岸活断層系北部・饗庭野断層の地形・地質調

査を行い，以下の知見を得た．

　1。饗庭野断層は，3ないし4つの単位断層によって構成

される．

　2．饗庭野断層のAT降下期（約24ka）以降の平均上下

変位速度は，約2mm／yrである．

　3。饗庭野断層は，AT降下時期以降少なくとも5回の

断層運動を行っていると推定される．

　4．饗庭野断層の最新活動期は，約4．5～3ka以降，

1．3～0．8ka以前と考えられる．
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